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Ⅰ　問題の所在と研究の目的
　2020年度から，平成29年版小学校学習指導要領
［社会］が完全実施となる。我が国の産業と情報
との関わりの項目では，「ア形大量の情報や情報通
信技術の活用は，様々な産業を発展させ，国民生
活を向上させていることを理解すること １）」や「イ
形情報の種類，情報の活用の仕方などに着目して，
産業における情報活用の現状を捉え，情報を生か
して発展する産業が国民生活に果たす役割を考
え，表現すること ２）」が学習内容として記述され
ている。これらの内容を学習するには，情報産業
と小売業の関連を取り扱うことが有効となる。な
ぜなら，現代の小売企業は，あらゆるデータを大
量に収集し，それらを活用した経済活動が国民生
活を向上させているからである。もはや，情報産
業と無関係な小売業は，現代社会において稀少と
いえる。したがって，小売業における情報活用を
教材化すれば，我が国の産業と情報との関わりを
効果的に学習でき，社会科授業の目標の一つでも
ある社会認識形成に寄与するものとなる。
　先に示したア形やイ形の内容の取扱いでも，「情
報や情報産業を活用して発展している販売，運輸，
観光，医療，福祉などに関わる産業の中から選択
して取り上げること ３）」が示され，情報産業と小
売業（販売）の関連に注目が集まっている ４）。し
かし，これだけ注目されているにも関わらず，情
報産業と小売業の関連を取り扱った小学校社会科
授業に関する先行研究の蓄積は乏しく，新たな教
材を組み込んだ授業の開発が待たれている。
　そこで，本研究では，ビッグデータを活用した
「スシローの回転すし総合管理システム」を教材
化し，情報産業と小売業の関連を習得させる小学
校社会科授業の開発を目的とする。
Ⅱ　情報産業と小売業の関連を取り扱っ
た小学校社会科先行研究の分析
　本研究では，情報産業と小売業の関連を「情報
や情報技術の活用が小売業を発展させているこ
と」と捉え，先行研究の分析を実施する ５）。
　社会科教育学の分野において広く読まれている
学術雑誌を調査し，情報産業と小売業の関連を取
り扱った小学校社会科授業に関する論文を抽出す
る。調査の対象となる学術雑誌や号数，そして論
文の本数を表１に示す ６）。なお，小学校学習指導
要領［社会］に情報という文言が登場したのは，
平成10年版以降である。そこで，調査する学術雑
誌も，1998年（平成10年）から2018年（平成30年）
の20年間に発行されたものとした。
　調査の結果，情報産業と小売業との関連を取り
扱った小学校社会科授業の先行研究として，紙田
路子と松岡靖の論文が抽出された。
　紙田は，子供が実感をもって現実社会に関する
科学的な知識を獲得できるよう，レイヴ（Jean 
Lave）とウェンガー（Etienne Wenger）の正統的
周辺論の社会認識過程を手がかりとして，小学校
第３学年「商店とわたしたちの生活」の単元を開
発している ７）。そして，コンビニエンスストアを
教材として「POSに基づく売り上げの情報，過去
情報産業と小売業の関連を習得させる　　
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表１　調査の対象
本数号　　数雑　誌　名編集・発行学会名
242№48～ 89社会科研究全国社会科教育学会
125№44～ 50社会科教育論叢全国社会科教育学会
284№80～136社会科教育研究日本社会科教育学会
267№10～ 30社会系教科教育学研究社会系教科教育学会
103№ 6～ 26公民教育研究日本公民教育学会
372№17～ 37経済教育経 済 教 育 学 会
＊調査対象の論文総数は，1,393本である。
のデータ，天気，行事，チェーン全体の売れ筋の
情報から，お客さんの好みにあったお弁当の発注
がこまめに出され，多頻度小口発送が行われてい
る。だからコンビニエンスストアにはいつもほし
いお弁当が揃っている  ８）」という情報産業と小売
業の関連を示した知識の獲得をめざしている。
　また，松岡は，ネットメディアにおける販売と
消費の変化を読み解くメディア解釈学習を提起
し，新たな販売と消費に関する小学校第３学年「成
長するネットショッピング」の単元を開発してい
る９）。そして，インターネット通販最大手のamazon
を教材として「①商品のデジタル化，②データの
サーバへの集積，③ Web 技術の発達，等による需
要の喚起により，販売と消費が拡大されること等
を多面的に理解する 10）」という目標を設定してい
る。この目標は，情報産業と小売業との関連を示
した知識の内容となっている。
　さらに，紙田と松岡の開発した授業で習得する
知識は「原因（収集・分析された情報の活用）－
結果（小売業の発展）」の関係で示されている。
この因果関係の理解は，情報の活用が小売業を発
展させていることを習得する上で有効といえる。
そこで，本研究においても，情報産業と小売業の
関連を因果的に理解できるよう小学校社会科授業
を開発する。
　しかし，いずれの先行研究も，情報技術の活用
という観点からは検討が不十分といえる。つまり，
「どのようなツールで情報を収集，分析している
のか」「分析された情報がどのように流れ，小売
業に活用されているのか」という技術的な側面は，
捉えづらいものとなっている。平成29年版小学校
学習指導要領解説社会編では「情報通信機器の操
作方法や情報通信の仕組みに深入りすることがな
いように，児童の発達段階を考慮して指導するこ
とが大切である11)」と示されている。しかし，情
報技術の活用が小売業を発展させていることを習
得する上で，情報の収集，分析ツールや情報の流
れについての理解は不可欠といえる。
　また，どちらの授業開発も，第３学年の小売業
単元に情報の視点を組み込んでいる。本研究のよ
うに，第５学年の情報単元に小売業の視点を組み
込んだ先行研究は，管見の限りでは見られない 12）。
Ⅲ　情報産業と小売業の関連を習得させ
る小学校社会科授業の構成
　情報産業と小売業の関連におけるビッグデー
タの活用
　本研究では，情報産業と小売業の関連を習得さ
せるため，ビッグデータ活用の視点を組み込んで
小学校社会科授業を開発する。
　社会にコンピュータが導入されて以来，天文学
やゲノム科学の分野で最初に情報爆発が起こり，
ビッグデータという言葉が誕生した。その概念が，
現代社会のあらゆる分野に波及し，新たな知識や
価値の創造に活用されている。
　総務省の『平成29年版情報通信白書』では，ビッ
グデータを「デジタル化の更なる進展やネット
ワークの高度化，またスマートフォンやセンサー
等の I o T 関連機器の小型化・低コスト化による I o T
の進展により，スマートフォン等を通した位置情
報や行動履歴，インターネットやテレビでの視
聴・消費行動等に関する情報，また小型化したセ
ンサー等から得られる膨大なデータ 13）」と定義し
ている。つまり，ビッグデータとは，スマートフォ
ンやセンサーといったデジタル機器を通して収集
される膨大なデータのことである。
　また，総務省は，個人，企業，政府を主体とし，
ビッグデータを次の４種に分類している 14）。
① 　国や地方公共団体が提供するオープンデー
タ［主体：政府］
②　ノウハウをデジタル化・構造化したデータ（知
のデジタル化）［主体：企業］
③ 　M2Mから吐き出されるストリーミングデー
タ（M2Mデータ）［主体：企業］
④　個人の属性に係るパーソナルデータ［主体：
個人］
　①の「オープンデータ」とは，だれでも自由に
入手し，利用できるデータの総称である。つまり，
政府が提供するオープンデータは，ビッグデータ
の一つに分類される。
　②の「知のデジタル化」とは，「農業やインフ
ラ管理からビジネスモデル等に至る産業や企業が
持ちうるパーソナルデータ以外のデータ 15）」を蓄
積していくことである。知のデジタル化により，
あらゆる分野の知識やノウハウが活用できる。
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　③の「M2M」とは，「Machine to Machine」の
略語である。すなわち，「M2Mデータ」とは，機
器間の通信によって収集，蓄積されるデータのこ
とである。例えば，工場の生産現場における IoT
機器から収集されるデータや橋梁に設置された
IoT 機器からのセンシングデータ（歪み，振動，
通行車両の形式や重量）があげられる。
　④の「パーソナルデータ」とは，個人の属性情
報や行動履歴，購買履歴といった個人に関する情
報のことである。
　しかし，総務省による定義や分類だけでは，ビッ
グデータの価値や社会への影響が見えてこない。
そこで，ビクター・マイヤー＝ショーンベルガー
（Viktor Mayer-Schonberger）やケネス・クキエ
（Kenneth Culkier）の定義を参照する。二人はビッ
グデータの活用を，「小規模ではなしえないことを
大きな規模で実行し，新たな知の抽出や価値の創
出によって，市場，組織，さらには市民と政府と
の関係を変えること 16）」と定義している。ビッグ
データは，分析することによって新たな知識や価
値を生み出し，従来の集団や個人（家計，企業，
政府）の関係を変えるものとなる。
　ビッグデータの活用により，小売店と消費者の
関係も変化してきた。例えば，松岡の先行研究で
も取り扱われていたインターネット通販最大手の
amazon は，消費者の購買履歴と同じ商品を購入し
たユーザーの趣向性を比較し，瞬時におすすめ商
品を通知するシステムを開発している。また，我
が国を代表するアパレルメーカーのユニクロは，
情報製造小売業という新たなスタイルで衣類を　
消費者に供給している。つまり，大量の顧客情報
を収集，分析して精緻な需要予測（どのような衣
料が，どこで，どのくらい求められているか）を
行い，迅速に企画，生産，販売の各部門に反映さ
せている。近年では，これらの大企業だけではな
く，中小企業の小売においてもビッグデータが積
極的に活用されている。
　以上，現代社会の状況を考慮すると，情報産業
と小売業との関連を習得させる社会科授業を開発
する際，ビッグデータ活用の視点を組み込むこと
は不可欠といえる。そこで，本研究では，ビッグ
データを活用した情報システムを教材化し，小学
校社会科授業を開発する。
　ビッグデータの活用とスシローの回転すし総
合管理システム
　本研究では，回転すしチェーン「スシロー」に
焦点をあて，小学校社会科授業を開発する。スシ
ローを教材化する理由は，次の３点である。
①　スシローは，飲食業界において先駆的にビッ
グデータを活用しているため。
②　スシローは，小学生の子供にとって身近な存
在であり，社会科授業における興味・関心の喚
起が期待できるため。
③　「株式会社スシローグローバルホールディン
グス」のスタッフと連携，協力できる研究体制が
整っており，最新で確実な情報が手に入るため。
　スシローは，ビッグデータ活用のツールとして，
「回転すし総合管理システム」を独自に開発し，
2002年から導入している。この回転すし総合管理
システムは，特許を取得しており，業界第１位の
売上を支える重要なシステムである。回転すし総
合管理システムのしくみについて，「①情報収集」
「②情報分析」の２段階に分けて論じる。
①　回転すし総合管理システムにおける情報収集
　回転すし総合管理システムにおける主な情報収
集ツールは２点ある。１点目は，すべてのすし皿
の裏に取り付けられたＩＣチップである。ＩＣ
チップを用いた商品の単品管理により，どのすし
がどれだけ売れたのかというデータを常に収集で
きる。また，顧客が皿を取った時間や店舗も記録
される。
　２点目は案内システムである。スシローに入店
した際，まずは案内システムのタッチパネルに顧
客の属性情報（大人と子供が各何人かという情報）
を入力する。案内システムへの入力内容から，ど
の席に，大人と子供がそれぞれ何人座り，何分経
過しているのかというデータを常に収集できる。
　このようにして，回転すし総合管理システムが
収集するデータ量は，１年間で10億件を超える 17）。
②　回転すし総合管理システムにおける情報分析
　すし皿の裏に取り付けられたＩＣチップや案内
システムによって収集された年間10億件以上の情
報は，回転すし総合管理システムのデータバンク
に集積される。それらの膨大な情報は，コンピュー
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タによって瞬時に分析される。そして，１分後と
15分後に顧客が求めるすしネタや皿数がレーンご
とに予測され，スシロー各店舗キッチンのモニ
ターに映し出される。あとは，店員がモニターの
情報どおりすしをレーンに流すことで，最適に近
い供給状態を維持し続けることができる。
　ビッグデータを活用した回転すし総合管理シス
テムの需要予測により，スシローのすしの廃棄率
は４％に抑えられている。これは，全国平均の６％
という数値より２％も低いこととなる 18）。つまり，
「原因（ビッグデータを活用した回転すし総合管
理システムの需要予測）－結果（すしの廃棄率
４％）」という因果関係が成立する。すしの廃棄
率抑制は，売上の増加及び費用削減につながる。
したがって，小売業の発展と密接に関連している
といえる。すなわち，スシローの回転すし総合管
理システムは，情報産業と小売業の関連を習得さ
せる上で，有効な教材といえる。
　情報産業と小売業の関連を習得させる小学校
社会科授業の実際
　小単元「スシローの回転すし総合管理システム」
は，全２時間で構成する。
　第１時では，まず，子供がもつ回転すしに関す
る生活経験を出し合うことで，授業への関心や意
欲を高める。次に，年間売上や店舗数のデータを
提示し，回転すし業界第１位であるスシローを取
り扱うことを伝える。さらに，「スシローで使用
されている情報機器には，どのようなものがある
のだろう。」という学習課題を示し，資料を用い
て事実を確認する。具体的には，スシローの情報
機器に関して，次の知識を習得させる。
①　お客さんの情報（大人と子供が各何人か）を
入力する案内システムがある。
②　すしを注文したり注文履歴を確認したりでき
るタッチパネルがある。
③　すべてのすし皿の裏にＩＣチップが取り付け
られており，決まった距離を移動したすしは，
自動的に処分される（例えば，マグロは350ｍで
処分される）。
　これらの知識により，スシローで使用されてい
る情報機器について，具体的に知ることができる。
しかし，第１時の段階では，まだビッグデータ活
用の視点は取り扱わない。
　第２時では，スシローのすしの廃棄率４％と全
国平均のすしの廃棄率６％という数値を比較し，
「なぜ，全国の回転すし屋が捨てているすしは平
均で６％なのに，スシローは４％ですんでいるの
だろう。」という学習課題を設定する。子供には，
学習課題を解決させるため，次に示す３点の資料
を配布する19）。
資料１　「I Cチップによるデータ収集」
　すべてのすし皿の裏にＩＣチップを取り付け，商
品を一つ一つ管理しているので，どのすしがどれだ
け売れたのかというデータを常に収集できる。
資料２　「案内システムによるデータ収集」
　店の入り口のタッチパネルでお客さんのデータ
を知る。この「案内システム」によって，どの席に
大人と子供がそれぞれ何人座り，何分経過している
かというデータを常に収集できる。
資料３「回転すし総合管理システムのしくみ」
Ⅳ　情報産業と小売業の関連を習得させる小学校社会科授業
　小単元「スシローの回転すし総合管理システム」の指導計画
　情報産業と小売業の関連を習得させる小単元「スシローの回転すし総合管理システム」の指導計画を，
表２に示す。第１時は，スシローで使用されている情報機器を「知る段階」である。また，第２時は，
「原因（ビッグデータを活用した回転すし総合管理システムの需要予測）－ 結果（すしの廃棄率４％）」
という因果関係が「分かる段階」である。
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　資料１～３において読み取ったそれぞれの情報
を関連付けることで，子供は学習課題の解を導き
出すことができる。そして，回転すし総合管理シ
ステムにおける情報活用のしくみを理解できる。
　つまり，第２時では，情報産業と小売業の関連
（情報や情報技術の活用が小売業を発展させてい
ること）を，図１に示すように「原因－結果」の
関係で習得させることができる。
表２　小単元「スシローの回転すし総合管理システム」の指導計画
【 知 識 】　 目  標主　 な 　問　 い時
〇 スシローで使用されている情報機器について，次のことを知る。　
①お客さんの情報（大人と子供が各何人か）を入力する案内システムがある。
②すしを注文したり注文履歴を確認したりできるタッチパネルがある。
③すべてのすし皿の裏にＩＣチップが取り付けられており，決まった距離を移動したすし
は，自動的に処分される（例：マグロは350ｍで処分される）。
　スシローで使用されて
いる情報機器には，どのよ
うなものがあるのだろう。
１
〇 スシローが捨てているすしは４％ですんでいる理由について，次のことが分かる。
①すべてのすし皿の裏にＩＣチップを取り付け，商品を一つ一つ管理しているので，どの
すしがどれだけ売れたのかというデータを常に収集できる。
②案内システムによって，どの席に，大人と子供がそれぞれ何人座り，何分経過している
のかというデータを常に収集できる。
③ＩＣチップの情報（どのすしがどれだけ売れたのか）や案内システムの情報（どの席に，
大人と子供がそれぞれ何人座り，何分経過しているのか）を，すべて回転すし総合管理
システムに集積し，そのデータをもとにして，コンピュータが１分後と15分後にお客さん
が求めるすしや皿数をレーンごとに常に予測し，キッチンのモニターに映し出している。
　なぜ，全国の回転すし屋
が捨てているすしは平均
で６％なのに，スシローは
４％ですんでいるのだろ
う。
２
原因[情報や情報技術の活用]
すべてのすしの皿の裏に，ＩＣチップを取り付け，商品を一つ一
つ管理しているので，どのすしがどれだけ売れたのかというデー
タを常に収集できる。
室内システムによって，どの席に，大人と子供がそれぞれ何人座
り，何分経過しているのかというデータを常に取集できる。
ＩＣチップの情報（どのすしがどれだけ売れたのか）や案内シス
テムの情報（どの席に，大人と子供がそれぞれ何人座り，何分経
過しているのか）を，すべて回転すし総合管理システムに集積し，
そのデータをもとにして，コンピュータが１分後と15分後にお客
さんが求めるすしや皿数をレーンごとに常に予測し，キッチンの
モニターに映し出している。
全国の回転すし屋が捨
てているすしは平均で
６％なのに，スシロー
は４％ですんでいる。
結果［小売業の発展］
図１　 第２時で習得する情報産業と小売業の関連
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　第２時の授業過程
＊検証に用いる資料は，前頁で示した資料１～３である。
資料（＊）  評価（◎）予想される子供の反応（）発問（○） 指示（◎） 確認（◇）指導上の留意点（）        学 習 活 動
＊資料Ａ
　スシロー神戸有野店の回転
すしレーン
＊資料Ｂ
　捨てているすしの割合比較
案内システムがあった。
お客さんは，タッチパネルを
使って注文していた。
皿の裏にＩＣチップがあり，
古くなったすしを自動で処
分していた。
処分してしまうと，お金がも
うからないから，回転すし屋
としては良くないこと。
赤字になってしまう。
全国平均と比べると，スシ
ローだけ捨てているおすし
が少ない。なぜだろう。
おすしが美味しいからみん
なたくさん食べる。おかげで
捨てるおすしが少ない。
お客さんが食べたいすしを
予想していると思う。
〇前回の授業では，スシローで
使用されている情報機器に
ついて学習しました。
　どのようなものがありまし
たか。
◇そうですね。お客さんに取ら
れず回り続けているすしは，
決められた距離になると処
分されました。
資料Ａを提示し，回転すしの
レーンを想起させる。
○このように，すしを捨てる　
ことは，回転すし屋にとって
良いことでしょうか，良くな
いことでしょうか。
◎それでは，次の資料を見てく
ださい。
全国の回転すし屋の中で，  
スシローだけ廃棄率が低い
ことを把握させる。
◎学習課題の答えを予想しま
しょう。
１　本時の学習課題
を把握する。
２　予想を設定する。
スシロー全国平均
４％６％
捨ててい
るすしの
場合　　
なぜ，全国の回転すし屋が捨てているすしは平均で６％なの
に，スシローは４％ですんでいるのだろう。
― ２７ ―
資料（＊）  評価（◎）予想される子供の反応（）発問（○） 指示（◎） 確認（◇）指導上の留意点（）        学 習 活 動
＊資料1
ＩＣチップによるデータ収集
＊資料２
案内システムによるデータ収集
＊資料３
回転すし総合管理システムの
しくみ
◎評価
資料１から，すべてのすし皿
の裏にＩＣチップを付ける
ことで，どのすしがどれだけ
売れたのかというデータを
収集できることが分かった。
資料２から，案内システムに
よりどの席に大人と子供が
それぞれ何人座り，何分経過
しているかというデータも
収集できることが分かる。
資料３では，収集したデータ
をもとに，１分後と15分後に
お客さんがほしいすしや皿
数をレーンごとに常に予測
して， キッチンのモニター
にうつしていることが分か
る。
◎資料からの情報を基に，予想
を確かめてみましょう。
◎資料から分かった学習課題
の答えを発表しましょう。
回転すし総合管理システム
が集積するデータの量は，年
間10億件を超えることを補
足する。
◎資料からの情報を基にして，
学習課題の答えを書きま
しょう。
すしの廃棄率の削減が，売上
の増加や費用の削減につな
がっており，情報産業と小売
業は関連していることを共
有する。
３　資料で検証し，結
果を共有する。
４　学習課題の解を
まとめる。
◎学習課題の解（＝習得するべき説明的知識）がワーク
シートに記述されているか。
［学習課題］
なぜ，全国の回転すし屋が捨てているすしは平均で６％
なのに，スシローは４％ですんでいるのだろう。
［学習課題の解］
すべてのすし皿の裏にＩＣチップを取り付け，商品を
一つ一つ管理しているので，どのすしがどれだけ売れ
たのかというデータを常に収集できる。
案内システムによって，どの席に，大人と子供がそれ
ぞれ何人座り，何分経過しているのかというデータを
常に収集できる。
ＩＣチップの情報（どのすしがどれだけ売れたのか）
や案内システムの情報（どの席に，大人と子供がそれ
ぞれ何人座り，何分経過しているのか）を，すべて回
転すし総合管理システムに集積し，そのデータをもと
にして，コンピュータが１分後と15分後にお客さんが
求めるすしや皿数をレーンごとに常に予測し，キッチ
ンのモニターに映し出している。
Ⅴ　授業実践の分析と検討
　授業分析の視点
　ビッグデータを活用した「スシローの回転すし
総合管理システム」を教材化し，情報産業と小売
業の関連を習得させる第２時の授業を，Ａ市立Ｂ
小学校の第５学年Ｃ組（37名）で実践した（2019
年３月４日）。第２時の評価基準を表３に示す。
授業終末の段階において，「資料からの情報を基に
して，学習課題の答えを書きましょう。」という
指示を出している。そして，ワークシートに子供
が記述した学習課題の解を分析し，目標到達度を
評価した。
　第２時の分析と検討
　まずは，目標到達度「Ａ＋」及び「Ａ」の子供
を抽出し，ワークシートに示された学習課題の解
を質的に分析する。目標到達度「Ａ＋」及び「Ａ」
の学習課題に対する解の記述例を，図２に示す。
　「Ａ」の解は，１～３の各資料から，学習課題の
解につながる表３の観点①②③の内容を的確に読
み取り，それぞれの情報を整理して示している。
そのため，本時の目標に到達していると判断した。
　「Ａ＋」の解は，１～３の各資料から観点①②③
の内容を読み取るだけではなく，ＩＣチップから
の情報（どのすしがどれだけ売れたのか）や案内
システムからの情報（どの席に，大人と子供がそ
れぞれ何人座り，何分経過しているのか）を基に，
コンピュータが需要予測を行っているという回転
すし総合管理システムのしくみが示されている。
すなわち，観点①及び②の内容を，観点③と関連
付けて記述している。また，ＩＣチップや案内シ
ステムからのデータを「全て回転すし総合管理シ
ステムに情報通信してそのデータをもとにして」
と，ビッグデータ活用の視点が明確に示されている。
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表３　第２時の評価基準
　「Ａ」に示す①②③の内容が個別に示されてい
るのではなく，「①＋②→③」という関係で記述
されている。すなわち，ＩＣチップや案内システ
ムで収集したデータをコンピュータが分析し，お
客さんが求めるすしや皿数をレーンごとに常に
予測しているという関係が記述されている。
Ａ＋
　スシローが捨てているすしは４％すんでいる
理由について，次の内容を記述している。
①すべてのすし皿の裏にＩＣチップを取り付け，
商品を一つ一つ管理しているので，どのすしが
どれだけ売れたのかというデータを常に収集
できる。
②案内システムによって，どの席に，大人と子供
がそれぞれ何人座り，何分経過しているのかと
いうデータを常に収集できる。
③ＩＣチップの情報（どのすしがどれだけ売れた
のか）や案内システムの情報（どの席に，大人
と子供がそれぞれ何人座り，何分経過している
のか）を，すべて回転すし総合管理システムに
集積し，そのデータをもとにして，コンピュー
タが１分後と15分後にお客さんが求めるすし
や皿数をレーンごとに常に予測し，キッチンの
モニターに映し出している。
Ａ
　「Ａ」及び「Ａ＋」に示す内容を記述していない。Ｂ
「Ａ」の解
（No.15）
「Ａ＋」の解
（No.17）
図２　「Ａ＋」及び「Ａ」の学習課題に対する解の記述例
　以上の理由から「Ａ」よりも高度な学習課題の
解であると判断した。そこで，目標到達度を「Ａ
＋」と評価した。
　第２時では，目標到達度が「Ｂ」の子供も４名
いた。例えば，No.23は，学習課題の解を「その答
えは，どのすしがどれだけ売れているのかを，コ
ンピュータに送って予測している。」と示してい
る。ＩＣチップから収集した情報については記述
しているものの，案内システムから収集した情報
についてはふれられていない。また，それらの情
報から，何を予測しているのかという具体的な記
述も無い。したがって，目標到達度を「Ｂ」と判
断した。資料での検証において協働的な読み取り
を行ったり，クラス全体で獲得した情報をより丁
寧に共有したりすることが改善策としてあげられ
る。
　次に，第２時における目標到達度の分布を表４
に示し，量的に分析する。
　本時の目標に到達している「Ａ＋」及び「Ａ」
を合算すると，89.2％（33人／37人）となる。
　図３に示した第２時の板書からも分かるよう
に，予想の段階では「案内システムからお客さん
の人数データを収集し，すしの量を調節してい
る。」という学習課題の解に近い意見が出されてい
る。しかし，ＩＣチップから収集した情報（どの
すしがどれだけ売れたのか）が活用されるという
予想はない。また，ＩＣチップや案内システムか
らの情報を分析し，コンピュータが需要予測を行
うという内容にもふれられていない。その状態か
ら，授業終末には89.2％の子供を本時の目標に到
達させることができた。この子供の変容から，資
料の内容及び読み取った情報の共有（図３におけ
る予想の右側）が適切であったといえる。
　以上の分析及び検討から，小単元「スシローの
回転すし総合管理システム」第２時の授業過程は，
情報産業と小売業の関連を習得させるという点に
おいて有効と判断できる。
Ⅵ　本研究の成果と課題
　本研究の成果は，次の２点である。
　ビッグデータを活用した「スシローの回転す
し総合管理システム」を教材化し，情報産業と
小売業の関連を「原因（収集・分析された情報
の活用）－結果（小売業の発展）」の関係で習
得できる授業モデルを，第５学年の情報産業単
元において開発できた。
　授業実践における分析と検討から，開発した
小学校社会科授業モデルが，情報産業と小売業
の関連を習得させるという点において有効であ
ることを証明できた。
　しかし，本研究において開発した小学校社会科
授業は，情報産業と小売業の関連を取り扱うのみ
にとどまっている。すしのネタを生産する水産業
やシャリを生産する農業を教材化していくこと
で，「水産業－小売業」や「農業－小売業」の関
連を習得させる授業モデルが開発できる。今後の
課題とし，研究を継続する。
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表４　第２時における目標到達度の分布
ＢＡＡ＋
10.8％
（4人／37人）
29.7％
（11人／37人）
59.5％
（22人／37人）
図３　小単元「スシローの回転すし総合管理システム」第２時の板書
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